
｢平成17年度熊本地学会講演会講演要旨一

平戸島船越海岸産バラー沸石

藤本雅太郎

本紙Nq136で報告したように標題の海岸に

は，各種の沸石が豊富に産する．筆者はさら

に観察と採集を続行しているうちX線粉末回

析試験で,バラー沸石と見られる回析値を有

する試料を見出した（回析値表省略)．本沸石

は日本からの未報告の鉱物である．本種と確

定するには化学組成をはじめ，結晶学的検討

が必要であるので事後の研究を岡山理科大学

西戸裕嗣博士に依頼した．博士は多方面にわ

たる検討が必要と判断され,同大学赤司治夫，

小林祥一,および岡山大学大学院草地功,大西

政之の各氏の助力を得られて日本初産のバラ

ー沸石(Barrerite)と確認された．以下は上

記各先生による研究結果である．

E・P.M.A.分析による組成はNa3.37Cal53K

l・01MgO､17[A17.96Si28.09072]・25.83H20

で示され,バランスエラー＋2.3％は良好な分

析が行われたことが判る.格子定数,屈折率な

ど原記載と極めて良く一致している．

バラー沸石は産出の稀な沸石でこれまで報

告されているのは.Italy,Sardinia(1975)お

よびAlaska(1997).Canada(2000)の3箇

所のみである．

【おことわり】

講演予告では“平戸島産沸石2種”となっ

ていましたが,時間の配分で2種を発表する

のは無理のようでしたので，1種につき報告

させて戴きました.残りの1種については平

成18年度後半に本紙に投稿し,発表させて戴

きます．

多良木中学校における地学領域の取組

村本雄一郎

多良木中学校に赴任して5年目になる．そ

の間，球磨人吉地域では，熊本地学会主催の

「総合的な学習の時間」における地学領域指

導者講習会が2回開かれた.その1回目(2002

年10月）の巡検会で得た知見や，総会等で会

員の先生方に助言を頂き，本校での実践に役

立てたり，球磨人吉理科研究会（小学校及び

中学校部会）で紹介したりしてきた．また，

球磨村総合公園に見られる人吉層を観察する

ための「地層観察の手引」（以下手引）を自ら

作成し，教材として使用してきた．そして，

昨年9月に2回目の巡検会があり，球磨人吉

の地質の説明や作成した教材への助言等を受

け大変参考になった．

そこで，これまでの実践を踏まえ，新たに

追加して実践している取組を紹介する．

1年生では，「大地の変化」の単元で地層の

観察を学習する．本校では，観察に適した露

頭が近くにはないため，球磨村総合運動公園

に見られる人吉層の観察として，2学期に実

施される芦北少年自然の家での1年生集団宿

泊教室の帰りに実施している．事前の指導で

は，スライド及び手引を使って，観察場世所の

位置や，観察の目的は何か，どんな点に着目

しながらスケッチを行うのかなどを説明して

いる．そして，当日は人吉層の特徴(砂や泥，

れき，火山灰などの層からできており，流れ

る水のはたらきや火山活動などによって堆積

してできたなど）を説明し，生徒が，観察，

スケッチなどやりやすいように配慮している．

さらに，発展的な学習として，チャネル（河

道）やバー（州）の河川堆積物の特徴，斜交

層理，れきのインプリケーション等の説明も

行っている．

また，中学校では，選択教科が設定され，

補充的な学習や発展的な学習に取り組んでい

る．特に3年生では，発展的な学習として多

良木町の地学巡検も行っている．これまで実

施してきた地学領域における取組は，妙見野

自然公園展望所からの地形観察と四万十帯の

地層観察,黒肥地地区での火砕流台地の観察，

溶結凝灰岩の石材としての利用（石倉観察）

などである．本年度は，新たに球磨川の河川

堆積物の観察を行った．

これまで，巡検会や地学会総会等で得た知
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識をもとに，少しずつではあるが地域素材の

教材化に取り組んできた．また，間接的な成

果として，1年生の集団宿泊教室が，来年度

は1泊から2泊3日の日程になった．その理

由の一つに「露頭の観察の時間が短い」とい

う反省が，生徒からも職員からも出されてい

たからと聞いている．さらに，野外観察など

の体験学習は，継続して行うことが大切であ

ることを強く感じた．

これからも，巡検や総会等で得た知識を大

いに活かし，地域素材の教材化に取り組んで

いきたい．

氷河クルーズとデナリのワイルドライフ

森下吉郎

7月10日から1週間アラスカを旅行する機

会があり，田村先生・堀川君・私と三人で出

かけました．その時の様子を報告したいと思

います．

日本からアラスカへの直行便はありません

ので，成田からシアトルまで行き，そこでア

ンカレッジ行きに乗り換えて行って，日本か

ら12時間かかりました．

アラスカの面積は日本の4倍ですが，人口

は62，7万人で熊本市よりも少ない人口です．

1867年(138年前）にアメリカはロシアより

当時720万ドルの大金でアラスカを買い取り

ました．その頃は野生の動物の毛皮以外にと

れる物がなく，この世の地獄に大金をはたい

てと非難されたそうですが,1896年(109年

前）に金鉱脈が発見されてからは，一躍脚光

を浴び1968年(37年前）には石油も発掘さ

れ，それと水産資源とでアラスカは注目され

ました．

氷河クルーズには，アンカレッジから南東

方向に95km先のウイッテア港に行きクルー

ズ船に乗船し，プリンス・ウイリアム湾のカ

レッジフィヨルド・ハリマンフィヨルドを航

行してハーバード氷河・コックス・バリー・

カスケート氷河を見学できました．また，サ

プライズ氷河は壊れる時に大きな音を立て，

その浮かんでいる氷塊を見ていると，地球が

温暖化しているのを身近に感じました．

次にアラスカ鉄道に乗って野性の動物とマ

ツキンリー山を見に行きました．アラスカ鉄

道は港町のスワードから，内陸のフェァバン

クス迄756kmの鉄道です．1923年に鉱石を運

ぶために建設され，今はジェット燃料・建設

資材・機械・車・食料等の「貨物」輸送が中

心で「人間」輸送は5月中旬から9月中旬迄

1日1便ということでした．今回はアンカレ

ッジからデナリ公園迄7時間30分の乗車でし

た．途中の駅は，駅舎がなく踏み台を使って

の乗降で，また1部の客車には2階に景色を

楽しむ為の展望席があり，誰でも自由に昇れ

ました．

宿泊したキャビンはトウヒ等の針葉樹林の

中にありベッド，シャワー，トイレ，洗面所

がついていました．次の日，専用のバスに乗

りトクラットまで行き天気が良ければストニ

ーヒルまで行くという事で出発しました．当

日はマッキンリー山が見えるかもしれないと

いうことでストニーヒルまで行ったが見えま

せんでした．

途中の道路は舗装がしてなく，舗装すると

道路が熱を吸収して1m下にある永久凍土が

解けて，舗装道路が凹凸になって，その補修

に大変なお金がかかるという説明でした．

バスの窓からはオオカミが彼方に見えライ

チョウが道端で餌をついぱみ，がけの上では

トナカイがバスを見ながら悠々と草を食べて

いましたし，水辺ではグリズリーの親子がじ

ゃれあっていました．帰路で写真のグリズリ

ーがバスの横を悠々と通り過ぎて行きました‘

その間，バスは止まって通り過ぎるのを待っ

ていました．ここの公園では，野生の動物を

いかに大切にしているかを実感できました．

先生方も是非本物を見に行かれることをお勧

めします．
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ハーバード氷罰

サブライズ氷舞

道路に出てきたク・リズリー

更新世前期と完新世の干潟一内湾棲貝類

群集の比較一下部更新統加津佐層(長崎

県)を例にして一中尾賢一

はじめに

有明海には，ハイガイ，ウミタケ，アワジ

チヒロ，チリメンユキガイなどの，特産極や

準特産種とされる貝類が，数十年前まで多く

生息していた．これらと同一の種または近縁

な種の多くは，朝鮮半島や中国大陸に分布し

ており，大陸沿岸系遺存種（福田，2004）と

よばれている．九州地方では，その一部（ハ

イガイやウミタケ，スミノエガキなど）は縄

文海進期だけではなく，より古い過去のさま

ざまな高海面期にも，くり返し出現したこと

が知られている（下山,2000).しかし，その

起源や貝類相の成立過程に関しては，これま

で詳しく検討されたことがない．

長崎県島原半島南部に分布する下部更新統

加津佐層最上部は，鮮新更新統口之津屑群最

下部の内湾性海成層である．国内の鮮新更新

統では，大陸に最も近い場所に位置する．内

湾性の貝化石が産出することが知られている

ことから（大塚.1966など).更新世前期に

おける大陸沿岸系遺存種の情報が記録されて

いるだろうと期待できる．このような観点か

ら加津佐層の堆積環境と貝類相を調べるため，

加津佐層最上部が露出する全域で調査を行っ

たのち，地層と化石の保存が最も良い加津佐

町津波見の国道沿いの露頭で詳しい調査を行

った．

加津佐層の層相と堆積環境，貝化石群集

加津佐層最上部が露出する18地点で,潮汐

性砂泥互層および内湾一干潟棲貝化石を確認

した．貝化石には，泥層から産出しシズクガ

イを優占種とするシズクガイ群集，泥質砂層

一粗粒砂層から産出し，サルポウとアワジチ

ヒロ（口之津層群では従来から絶滅種のヤグ

ラニシキとされていた種)が目立つサルボウー

アワジチヒロ群集を識別した．

津波見では，湾央一潮間帯下部から干潟を

経て塩水湿地に陸化する上方浅海化シーケン

スが観察された．シズクガイ群集が露頭最下

部の粘土層から,サルボウーアワジチヒロ群集

がその上位の泥質砂層から採集された．この

地点のサルボウーアワジチヒロ群集は,個体数

の多い順に，ナミマガシワ，イタポガキ，ア

ワジチヒロ，サルボウ，チリメンユキガイ，

ゴイサギなどからなっている．

貝化石相の特徴

加津佐層から産出した貝化石のうち，種レ

ベルで同定されたものはすべて現生種である．

このうちアワジチヒロとチリメンユキガイは

ともに大陸沿岸性遺存種であり，日本耀古の

化石記録であることがわかった．すなわち，

加津佐層の貝化石群は大陸沿岸系遺存種を含
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む最古の内湾一干潟性貝類群であり，大陸沿

岸系遺存種の一部は前期更新世の日本列島に

すでに現れていたことになる．

その一方で，数-'一年前までの有明海や瀬戸

内海の干潟で多く見られたウミニナ・フトヘ

ナタリ類やマガキ類，大陸沿岸系遺存種の一

部（ハイガイ，ウミタケなど）は加津佐層で

は産出が確認できない．また，バカガイ科，

マルスダレガイ科などの水管を持った浅一中

潜没嘘過食二枚貝にも乏しい．その反面，ナ

ミマガシワ，イタボガキ，アワジチヒロなど

表在性漁過食者の個体数が非常に多い．この

ような特異な群集構成を示す理由は不明であ

るが，加津佐層で識別された貝化石群集の種

構成は，松島(1984)の干潟群集および内湾

砂底群集とは明|嫌に異なっている．

岩手県宮古層群について

-なぜ,宮古層群産化石は殻がついているのか－

田中均・高橋努

平成17年8月3日～5日に岩手県の陸中海

岸に分布する(図1）宮古層群を調査する機会

を得たのでその地質概要とともに化石の産状

について報告する．

宮古層群は，激しく摺曲した先宮古世の堆

積岩類や火砕岩類とそれらを貫く花樹岩類を

傾斜不整合でおおい，太平洋側に緩く傾斜し

ている．

下位より羅賀層・田野畑層・平井賀層・明

戸層・日出島層に区分される．最後の日出島

層をのぞき，これらは整合関係にある（島津

ほか,1970).

この層群は，アンモナイト・貝類・サンゴ

などをはじめオルビトリナなど多種・多数の

海生動物化石を含んでいる．アンモナイト化

石からアプチアン後期一アルビアン前期のも

のとされ，下部白亜系上部統（宮古統）の模

式地とされている(Matsumoto.1953,1963).

宮古層群産の貝化石は殻が付いた状態で産

出するのに対して，それとほぼ同じ時代の熊

本県八代層産の貝化石は殻がとけた状態で産

出している．ここではこの産状の相違がどう

して生じたのかを議論する．

結論として，それは海水から離水した時期

が早いか遅いかで化石の産状が全くことなる

ことを意味している．その理由は以下のとお

りである．

1.殻が付いた貝化石が豊富に産出する地層

は宮古層群(図2）や銚子層群があり，それ

らはいずれも海岸に近い所に分布している．

2．陸中海岸は，標高MO-280m付近に広い

海岸段丘面（九戸面）が発達し，宮古層群

は段丘面から海に向かう斜面に分布してい

る．したがって，第四紀に形成された海岸

段丘が陸化したときに，宮古層群は，海水

(pH=8)から離水したと考える．

3．一方，八代層は比較的内陸に分布し，離

水時期が宮古層群よりもかなり早かったこ

とが伺える．したがって，陸化して雨水や

地下水などで酸化される時間が長かったた

めに，殻は完全に溶脱されたと考える．

(九戸面）

腰群

図1日本地質図体系東北地方
地質調査所監修朝倉書店
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宮古層群が海岸付近に分布していることは

論文等で知っていたが，実際に現地に行って

地形や宮古層群の化石の産状や堆積物の性状

を観察することによって，例えば八代層との

類似点や相違点が明らかになるとともにここ

で考察した化石の産状の相違の意味が理解で

きたと考えている．したがって，現地で直接

地形，堆積物の性状や化石産状をみて考える

ことの重要性を強く感じた次第である．

図2殻付きのPterotrigona加献白/のa"a
(Yehara)の密集した産状

「眉山崩壊・津波シミュレーション」

作成とその活用

野田治孝・塩津昭弘・山本清

発表する「眉山崩壊・津波シミュレーショ

ン」は，熊本市教育センター教育情報ネット

ワーク部が，熊本市の学校教育を支援するた

めに取り組んでいるデジタル教材の一つであ

る．

1792年5月21日（寛政4年4月朔日）眉

山崩壊による寛政大津波の熊本側被害状況・

波先浸水域が，堀川治城（2005，熊本地学会

誌MO号）によりまとめられその内容の教材

化を図ろうとしたものである．子どもたちに

津波の恐ろしさをどのように伝えるか，子ど

もたちに何とか眉山崩壊域・熊本側の津波被

害の様子をイメージで捉えさせたいと考えシ

ミュレーション化することにした．

眉山の山体崩壊については，図lの古絵図

「大変後島原絵図」をもとに数十枚の絵を作
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成し，眉Hiが崩壊する様子をアニメーション

形式で見ることができるように作成した．

また，熊本平野へ津波が押し寄せるようす

を見せるために，浸水域を示す地図を使用し

た．

図1シミュレーションの本絵とした古絵図

（大変後島原絵図：島原市本光寺蔵）

図2山体崩壊で土砂が海中に流れ込み
津波が発生する場面

「眉山崩壊・津波シミュレーション」の活

用場面として，中学校1年生理科の地学分野

「地震｣，3年生理科の「自然と人間」の「自

然災害の津波被害」についての学習がある．

また，小学校高学年の津波被害から村人を

救った物語の道徳教材「稲むらの火」で，導

入や終末の部分で取り入れることができると

考えている．なお，有明海に近い学校では，

総合的な学習の時間で取り組んでいる「地域

を訓くる学習」と関連させる場面も予想され



る．

本シミュレーションは，熊本市地域教育情

報ネットワークのWebマップ熊本市に掲載す

る予定である．多くの学校の授業等で活用し

ていただき，その感想を寄せていただければ

幸いである．

熊本市地域教育情報ネットワークWebページ

tto://www.kumamoto-kmm.ed.id/index・html

歴史災害「島原大変・寛政大津波」の教材イヒ

堀川治城

演内容は熊本地学会誌Nq140に掲載し

てありますので，要旨は省略しました．

私の山旅（各地の氷河を訪ねて）

田村実

南米や極地方は遠くて初めから対象にしな

かったが，退職後10年が経過し，この夏アラ

スカのマッキンリーの北面とチュガチ山脈か

ら流下するタイドウオータ・グレーシャー(海

に流出する氷河）を見ることができたので，

これらを纏め写真集を発行した．2002年に熊

本地学会誌に国内外の氷河と関係のある山の

写真を計40枚載せたが,今回は約100枚のカ

ラー写真を解説付で写真集として出版した．

その内容を今回の講演で発表したので，ここ

では紙枚の都合もあり，詳細は写真集なり或

いは2002年の地学会誌を見ていただき次の

一点につき述べる．

この仕事を終えてから，質問を受けたなか

で最も多かったのは写真または説明の“山の

名前がよく解ったね”というものであった．

最近は空撮写真が増えてきて，山名付きのパ

ノラマ絵葉書も多くなってきた．一つの岩の

形や状態を気象の変化に応じて写したような

写真集は多いが，私のように日本アルプスと

かヒマラヤとかを大観し，大雑把に理解する

ことを好む者には空撮は必要ないものと考え

る．また名前を知るため私は旅行先では地形

図(できるだけ詳しく正確なもの),絵葉書(山

の名前が付いているもので，写した場所がわ

かるもの),解説書を入手できるよう努力する．

旅行中には飛行機からは勿論，列車やバスの

中からも撮影する．それらの試料を総合して

山や滝や氷河等の名前を慎重に検討する．ま

た登山者や山に通じたガイドにも直接尋ねる．

パノラマ写真がとれる展望所では，山や地形

の解る掲示板が備えてあり，それらを撮影し

てくることが必要である．これらは旅行前，

旅行中，旅行後を通じて必要なまた大変な仕

事である．山は見る方向によって（例えば常

念岳のように）形が非常に変化する．通例の

ガイドブックの旅行写真では撮影が一方向か

らに偏っていることも注意する必要がある．

私も常に旅行者という立場を忘れずに写真を

撮っている．ツアーは費用の点で利用価値が

あるが自分の目的と合わないスケジュールで

あることを忘れてはならない．ただし許可を

得て単独行動をとることが可能であることを

知っておくことも大切である．
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